
生 徒 心 得 

 

 本校生徒は、本校学則第 22 条により学校で決められた次の生徒心得を守り、各自が積極

的に愛校の精神を持ち、規律、礼儀、勤労を重んじ、自主的な高校生活を過ごすように努

める。 

１ 服装・頭髪 

⑴ 服装・頭髪は、質素、端正、清潔を旨とする。服装は制服を着用すること。服装の細

部については、服装規程による。 

２ 通 学 

⑴ 交通道徳をよく守り、周囲の安全に留意し、生徒としてふさわしい行動をすること。 

⑵ 始業時刻５分前までに登校し、所定の時刻（平常時 19:00）までに下校する。 

⑶ 自転車、バイク等による通学については別に定める。 

３ 校内生活 

⑴ 校内では秩序と友愛を旨とし、互いに協力してよい学習環境を作るよう努力する。 

⑵ 校舎の内外は常に清掃し整理美化に努める。 

⑶ 下履、上履の区別をはっきりする。 

⑷ 学校施設、校具等を大切にし、破損、汚損、紛失等をしないように努める。もし、こ

れらのことが起こった場合には直ちに学級担任又は係の教師に届け出る。 

⑸ 火気を取扱う場合は、関係教師（防火管理者）又は、学級担任の許可を得て行い、後

しまつを完全にする。 

⑹ 盗難予防のため、各自の所持品には必ず記名し、その保管には注意する。 

⑺ 物品の盗難、紛失又は拾得した場合には、学級担任又は係の教師に届け出る。 

⑻ 登校後は、学級担任の許可なくして校外に出ない。 

⑼ 教室では静粛を旨とし、専心勉学に励み、いやしくも学友に迷惑を及ぼすことのない

ように心がける。 

⑽ 遅刻して教室にはいるときは、教師の許可を得る。 

⑾ 早退や欠課をする場合は、担任の許可を受ける。 

⑿ 校内の集会並びに掲示物、雑誌、パンフレット等の配布や掲示をする場合は、責任者

を定め、係の教師を通じて校長に願い出て許可を受ける。学校の施設、備品、校具等

を使用する場合は、校長（各関係教師）の許可を受ける。 

４ 校外生活 

⑴ 校外においては余暇の善用を旨とし、社会道徳によく従い、いやしくも他からの非難

を受けないよう心がける。 

⑵ 生徒としてふさわしくない娯楽場、飲食店等への出入りは禁止する。 

⑶ 次の場合は学校の許可を受ける。 

集会、研究会、催物等への参加。 

⑷ アルバイトは原則として禁止する。但し、経済的理由等でやむを得ずアルバイトをし

なければならない場合は、保護者より学校へ申し出て、指導を受ける。 



５ その他 

⑴ 喫煙、飲酒、暴力行為、薬物乱用等は理由の如何を問わず、また学校の内外の別なく

厳禁する。 

⑵ 生徒会や部等で他校の生徒会、部等に連絡などをするときは、学校長を経由して連絡

する。 

⑶ 交友は常に互いに理解と敬愛を持ち、明朗、公正、清純に交際し、明るい学校生活を

営むように心がける。 

⑷ 登下校中、及び校内で事故にあった場合は、事故報告をする。 

⑸ 自転車により通学する場合は、自転車通学届を提出する。 

⑹ 学割を利用しての旅行は、旅行届を提出する。 

 

 

自転車・自動二輪車等の通学について 

１ 自転車 

⑴ 傘さし運転・イヤホン等を装着しての運転・二人乗り・並進などは絶対にしないこと。 

⑵ 無理な横断をしない。 

⑶ 所定の駐輪場に駐輪する。 

⑷ 北坂戸駅からの通学は認められない。 

⑸ 必ず自転車通学届を提出し、登録をすること。 

⑹ 必ず任意保険に加入すること。 

⑺ なるべくヘルメットを着用すること。 

２ 自動二輪車等（原動機付自転車を含む） 

 本校では、生徒の交通安全の確保と生徒指導の両面から、次の基本方針を決めています。 

⑴ 自動二輪車等の運転免許の取得に関する手続きについては全県統一方式によるもの

とし、詳細は別途定める。 

⑵ 自動二輪車等の同乗の禁止。 

⑶ 免許取得後の交通安全講習の受講。 

⑷ 自動二輪車等による通学の原則禁止。 

⑸ 無免許運転はしない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



生徒服装規程 

 

〈Ａタイプ（男子）〉 

１ 上着は黒の標準的な詰襟型で、ボタンは定められたものを用いる。左襟に本校所定の

バッジをつける。 

※但し、夏季所定の期間（５月の立夏から９月末日）だけ、白の標準型のワイシャツ及び

白の無地の標準的なポロシャツでの通学を認める。 

２ 上着の下は必ず白の標準型のワイシャツを着る。 

３ ズボンは標準型とする。 

４ 通学靴は黒・茶の革靴又は運動靴とする。 

５ 靴下は派手なものを避け、黒・紺・白系統のものを使用する。 

６ 頭髪は常に清潔を保ち、パーマ、脱染色、著しい髪型の変形等は禁止。 

 

〈Ｂタイプ（女子）〉 

１ 布地は濃紺サージを使う。 

２ 上着は背広型４個ダブルボタンにし、袖は２枚はぎ、ポケットはふたつきにする。左

の胸ポケットのところにバッジをつける。 

 ※但し、夏季所定の期間（５月の立夏から９月末日）だけ、白の所定のブラウス及び白

の無地の標準的なポロシャツでの通学を認める。 

３ スカートは４本箱ひだ（丈は膝を中心とする）にし、ベルトつき（内側にポケットを

つける）にする。 

４ 年間を通じて、所定のズボンを着用することを認める。 

５ ブラウスは白で所定のものを着る。 

６ ベストの布地は上着、スカートと同じものをつかう。 

７ 通学靴は黒・茶の革靴又は運動靴とする。ハイヒール靴は禁止する。 

８ 頭髪はパーマ、カール、脱染色等作為的に手を加えず、自然な髪型とする。 

９ マニキュア、色付リップクリーム、アイプチ、つけまつげ、化粧等はしてはいけない。 

10 ストッキングは黒又はベージュ、ソックスは黒・紺又は白系統のものを使用する。 

 

〈その他（Ａタイプ・Ｂタイプ共通）〉 

ａ）装飾品はしない。 

ｂ）コートは黒・白・グレーの単一色又は紺・緑・茶の濃い単一色とする。 

ｃ）上履きは学校所定のものを使用する。 

ｄ）体育着上下及び体育館履きは、体育科で定められたものを使用する。 

 

生徒心得・生徒服装規程の運用基準 

 

１ 服装について 

⑴ 防寒用としてセーター・ベストを上着の下に着用することを認める。 

（色は黒・白・グレー・こげ茶・ベージュ・紺・濃い緑の単一色とする） 

但し、上着の代用として着用することは禁止する。 

⑵ 休日中に登校する場合は、制服を着用する。 

なお、部活動に参加する場合は、許可された服装を着用してもよい。 



原動機付自転車及び自動二輪車の運転免許取得 

及び乗車に関する規程 
 

１ 自動二輪車等の運転免許の取得、車両の購入及び運転を希望する生徒及びその保護者

は、以下の所定の手続きにより、校長宛に書面で提出をする。 

 

２ 自動二輪車等の運転免許の取得に関する手続き 

 自動二輪車等の運転免許を取得したい生徒は、以下の手続きをとること。 

⑴ 自動二輪車等の運転免許の取得を必要とする生徒は、本人及び保護者の連名による

「自動二輪車等免許取得届・取得報告書」（様式２）を校長宛に提出する。 

⑵ 「自動二輪車等免許取得届・取得報告書」が提出された場合は、学校は当該生徒及び

保護者と面談を行い、免許取得理由等を確認する。 

⑶ 学校は、面談等を実施した後に、「自動二輪車等免許取得届・取得報告書」に収受印

を押して、生徒に交付する。 

⑷ 生徒は、「自動二輪車等免許取得届・取得報告書」を受理後、自動二輪車等の運転免

許を取得するものとする。 

⑸ 生徒は、自動二輪車等の免許取得後、速やかに「自動二輪車等免許取得届・取得報告

書」に運転免許証の写しを添付して、校長宛に提出する。 

※細則は別途定める。 

 

３ 通学に関する手続き及び統一許可証の貼付 

⑴ 原動機付自転車で通学する必要がある生徒は、年度毎に、本人及び保護者の連名によ

る「原動機付自転車通学許可願」（様式８）を校長宛に提出する。 

⑵ 校長は「原動機付自転車通学許可願」を審査のうえ、許可する場合は、「原動機付自

転車通学許可書」（様式９）を交付する。 

⑶ 上記の手続きを経て、生徒が運転する原動機付自転車には「統一許可証」を前輪泥除

けの上部の良く見えるところに常時貼付する。 

⑷ 「統一許可証」は毎年更新する。 

⑸ 原動機付自転車による通学を中止するときは、その旨を校長に届ける。 

⑹ 「統一許可証」は、卒業時又は原動機付自転車による通学の必要がなくなったときに

は、学校に返却する。 

⑺ 原動機付自転車で通学する場合、その整備、点検、維持、管理は保護者が行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



普通自動車の運転免許取得等について 

 

１ 届出基準 

  保護者の同意がある場合、届け出ができる。 

２ 運転免許取得の手続き 

⑴ 担任と本人が面談の上、保護者の同意を得て、本人・保護者連名による「自動車運転

免許取得届・取得報告書」を校長に提出する。 

⑵ 校長は「自動車運転免許取得届・取得報告書」に収受印を押して、生徒に交付する。 

⑶ 生徒は「自動車運転免許取得届・取得報告書」を受領後、自動車の免許を取得するも

のとする。 

⑷ 生徒は、自動車の運転免許取得後、速やかに「自動車運転免許取得届・取得報告書」

に運転免許証の写しを添付して、校長に提出する。なお、在学中に取得できなかった

場合は、この限りではない。 

３ 自動車教習所への入所及び学科試験の受験の時期について 

  満 18 歳からとする。 

４ 自動車の購入等に関する手続き 

  自動車を購入、譲受け等により取得した生徒は「自動車購入等報告書」を校長に提出する。

その際、以下の写しを添付する。 

「自動車検査証」 

「自動車賠償損害責任保険証明書」（有効期限内のもの） 

「任意保険に関する保険証書」（有効期限内のもの） 

５ 自動車の運転に関する手続き 

  自動車を運転する必要がある生徒は、「自動車運転誓約書」を校長に提出する。 

６ その他 

⑴ 自動車教習所への通所、自動車免許受験等、免許取得のための欠席、早退は認めない。 

⑵ 原則として自動車による通学は認めない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教育相談について 

 

１ 校内の教育相談委員への相談 

  教育相談委員の教員が相談に応じます。困ったことや悩んでいることがあれば、まず

は、担任や養護教諭に相談してください。その後、相談日を連絡します。 

２ 訪問スクールカウンセラーへの相談 

 西部教育事務所に所属するスクールカウンセラーが学校内で相談に応じてくれます。

希望する場合は、担任や養護教諭、各学年の相談委員の教員に申し込んでください。 

３ 外部専門機関への相談 

  電話相談、面接相談など、外部の専門機関を紹介します。担任や養護教諭、各学年の

相談委員の教員に相談してください。 

 

○ 相談窓口 ○ 

＜電話相談＞ 

彩の国 よりそうみんなの電話・メール教育相談（毎日 24 時間受付） 

Tel：0120-86-3192 ／ Ｅメール：soudan@spec.ed.jp 

 

＜LINE相談＞ 

 SNS教育相談（月～金曜日 17:00～22:00） 

 アカウント名：SNS教育相談＠埼玉県教委 

 ※詳細は、養護教諭まで問い合わせてください。 

 

＜面接相談＞ 

 総合教育センター  指導相談担当（行田市富士見町 2-24） 

きたうらわ相談室 （さいたま市浦和区北浦和 5-6-5 浦和合同庁舎 庁舎棟３階） 

Tel：048-556-4180（月～金曜日 9:00～17:00） ※要予約 

 

＜困ったときの相談窓口（埼玉県HP）＞ 

https://www.pref.saitama.lg.jp/e2201/kyouikusoudan.html 

 

 

 

＜子供（こども）の SOSの相談窓口（文科省HP）＞ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/06112210.htm 

 


